
circular　 econom
y

2025
12.16（TUE）13:00 －17:30

循
環
型
ビ
ジ
ネ
ス
を
検
討
す
る
際
に
有
効
な
デ
ザ
イ
ン（
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
デ
ザ
イ
ン
）
の
考
え
方
を
学
び
、

実
際
の
企
業
が
抱
え
る
課
題
を
テ
ー
マ
に
循
環
型
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
発
想
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
知
る
だ
け
で
な
く
、実
際
に
ア
イ
デ
ア
発
想
を
体
験
す
る
こ
と
で
、自
社
に

学
び
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
、循
環
型
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
検
討
す
る
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
ま
す
。

主 催
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FabCafe Nagoya

参加
無料 〒501-1193

岐阜市柳戸 1-1
OKB岐阜大学プラザ  2F（岐阜大学内）

OKB岐阜大学プラザ
OKB SCLAMB  
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製品やサービスを「廃棄を前提に作る」のでは
なく、「循環を前提に設計する」考え方。
サーキュラーエコノミーの三原則（廃棄物の排除・
資源の高価値循環・自然再生）を実装することを
目的に、素材選定から回収スキーム、ビジネス
モデルまでを包括的に再設計します。
サーキュラーデザインの実践は、企業に資源リスク
の低減、新たな価値創出、ブランド強化、そして規制
対応を同時にもたらします。

サーキュラーデザインとは 素材

製品

使用

回収

再資源化

資源

サーキュラーデザイン
スクランブル
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［ お問い合わせ先 ］
株式会社 FabCafe Nagoya
森田 湧登
　 info.nagoya@fabcafe.com
　 050 -7112 - 3553（平日10:00 -17:00）

WORKSHOP
PROGRAM

素材起点のイノベーションを支援するMTRL事業部に所属し、化学メーカーや素材
メーカーをクライアントとしたプロジェクトを推進。サーキュラーエコノミーとサステナ
ブル素材に関わる仕組みのデザインと実践を行なっている。

株式会社ロフトワーク バイスMTRLマネジャー　長島 絵未 氏

1 基調講演
［ 循環型ビジネスを発想する視点 ］

13:00 －13:30

2 グループワークショップ
製造業を中心とした岐阜県内の企業が実際に循環の視点から抱えている、リアルな事業課題をテーマに、

グループワーク方式で事業課題の分析とその突破の切り口となるアイデア創出を体験していただきます。

13:30 －17:00

3 ネットワーキング
講演者やテーマオーナー事業者等、参加者のみなさまとの挨拶や情報交換など、ご自由に交流の時間としてお過ごしください。

17:00 －17:30

Step.02 Step.03 Step.04

各参加者の技術・素材・ネット
ワークを共有し、それぞれの視
点を活用することで当たり前に
囚われない着想を体験します。

参加申込はQRコードから
申し込みフォームへご入力ください
https://forms.gle/eWF91Hi7ZX4g31fFA

テーマオーナー事業者

ワークの流れ

株式会社サンウエスパ 株式会社スーパーメイト 長谷虎紡績株式会社 リスパック株式会社

｜｜ 主な取り組み ｜｜

古紙回収業／再生資源卸売
業／古着輸出事業／バイオ
エタノール事業／クラフト
ジン製造販売事業 など

ショッピングカート・買い物かご
など店舗什器の開発・製造・
販売／ペットボトルキャップの
資源循環（回収～再製品化）

｜｜ 主な取り組み ｜｜ ｜｜ 主な取り組み ｜｜

繊維製品・カーペットの製造・
加工・販売／環境負荷の少ない
素材開発 など

｜｜ 主な取り組み ｜｜

食品用プラスチック容器の
製造販売／バイオマスプラの
製品化・開発 など

グループワークで資源循
環の観点から課題の構造
を分析。解決の切り口を探
ります。

グループメンバーそれ
ぞれが持つ技術や資
源を掛け合わせた解決
策を作成・提案します。

発表を通してチーム
外からの意見や提案
も取り入れることで実
現可能性を高めます。

課題解決に向けた
アイデア創出

テーマオーナーの
事業課題の提示・分析

異業種共創による
課題解決提案

最終アイデア発表

主 催 運 営

岐阜県

Step.01

［ 申込み〆切 ］12.12（金）

開
催
情
報

［ 日　　時 ］ 2025.12.16（火）13:00 -17:30
［ 会　　場 ］ OKB岐阜大学プラザ OKB SCLAMB
 〒501-1193 岐阜市柳戸1-1
 OKB岐阜大学プラザ 2F（岐阜大学内）
 ● 最寄り駅（JR岐阜駅・名鉄岐阜駅）よりバスで20分
 ● 岐阜大学内 駐車場あり（無料）

［ 定　　員 ］ 20名（参加無料）
［ 主　　催 ］ 岐阜県
［ 運　　営 ］ FabCafe Nagoya


